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1. 調査団員・氏名 

1-1 概略設計調査                2009 年 5 月 31 日～6 月 27 日(28 日間) 

担 当 氏名 期間(2009 年) 所 属 

1.総括 岩上 憲三 6/17～6/20 独立行政法人国際協力機構  
フィリピン事務所 次長 

2.技術参与 
 
3.計画管理 

宮野 真輔 
 
定本 ゆとり

6/7～6/23 
 
6/14～6/23 

国立国際医療センター 
国際医療協力局 派遣協力課 医師

独立行政法人国際協力機構 
人間開発部 保健行政課 

4.業務主任／建築計画 
 

小川 穂積 5/31～6/27 (株)梓設計 
国際部 

5.保健計画／病院経営 
 

秋田 一実 5/31～6/27 (株)梓設計 
国際部 

6.建築設計／設備設計 金山 秀明 5/31～6/27 (株)梓設計 
国際部 

7.機材計画 土井 保道 5/31～6/27 インテムコンサルティング(株) 
 

8.機材調達／積算 郡 知子 6/7～6/27 インテムコンサルティング(株) 
 

9.施工計画／積算 松本 康寛 6/7～6/27 (株)梓設計 
国際部 

10.設備計画 棚田 良 6/13～6/22 (株)梓設計 
環境部 

 
1-2 概略設計概要説明調査              2010 年 1 月 10 日～26 日(17 日間) 

担 当 氏名 期間(2010 年) 所 属 

1.総括 岩上 憲三 1/19～1/21 独立行政法人国際協力機構  
フィリピン事務所 次長 

2.計画管理 定本 ゆとり 1/16～1/22 独立行政法人国際協力機構 
人間開発部 保健行政課 

3.業務主任／建築計画 
 

小川 穂積 1/16～1/26 (株)梓設計 
国際部 

4.保健計画／設備設計 
 

秋田 一実 1/10～1/20 (株)梓設計 
国際部 

5.機材計画 土井 保道 1/16～1/26 インテムコンサルティング(株) 
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2. 調査行程 

2-1 概略設計調査                 2009 年 5 月 31 日～6 月 27 日(28 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 
01 5 月 31 日 

(日) 
09:30 
13:05 

成田発 JL-741 (小川､秋田､金山､土井団員) 
ﾏﾆﾗ着 

02 6 月 1 日 
(月) 

08:30 
09:30 
11:00 
14:00 
16:00 

JICA 事務所表敬 岩上次長、山岸調整員 ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､質疑書提出説明

日本大使館表敬 小川書記官 ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､質疑書提出説明 
NEDA 表敬 
DOH 表敬 
UPM-SHA 表敬 

03 6 月 2 日 
(火) 

07:00 
15:50 

小川､秋田､金山､土井団員 ﾏﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
PGA 表敬(Dr.The、Dr..Tomboc) 

04 6 月 3 日 
(水) 

08:30 
13:00 
14:00 
15:00 

PGA が停電のため AMH に移動し､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ､質疑書提出説明 
建設予定地視察 
AMH 病院内視察 
AMH で打合せ継続 

05 6 月 4 日 
(木) 

09:00 
13:30 
14:30 
15:15 

AMH で打合せ継続 
ﾏﾘｱ･ｵｰﾛﾗ病院視察 
UPM-SHS ﾊﾞﾚｰﾙ校視察 
AMH で打合せ継続 

06 6 月 5 日 
(金) 

08:30 
10:00 
14:00 
18:30 

AMH から PGA に移動 ｱﾝｶﾞﾗ州知事表敬 
AMH で打合せ 
AMH で打合せ継続 
ｱﾝｶﾞﾗ州知事主催の夕食会 

07 6 月 6 日 
(土) 

06:15 
11:30 
13:20 
18:10 

ﾊﾞﾚｰﾙ発ｶﾝｸﾞﾗﾝへ移動 
ｶｼｸﾞﾗﾝ着 ｶｼｸﾞﾗﾝ地域病院視察 
ｶｼｸﾞﾗﾝ発 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

終日 団内会議 
資料整理 

08 6 月 7 日 
(日) 

09:30 
13:05 

成田発 JL-741 (宮野医師､郡､松本団員) 
ﾏﾆﾗ着 

08:30 
09:30 
14:00 
14:30 
15:00 

AMH で打合せ 
建築(小川、金山団員)、機材(土井団員)、病院管理(秋田団員)に分れて打合せ

建設予定地視察(小川、金山団員) 
精米センター(KOICA)視察(小川、金山団員) 
ﾊﾞﾚｰﾙ市技術部打合せ(小川、金山団員) 

07:00 
12:20 
14:00 
15:00 

宮野医師 ﾏ ﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
AMH に到着 
建設予定地視察 
AMH 視察、機材リスト確認 

09 6 月 8 日 
(月) 

09:00 自然条件調査会社､建設会社打合せ(松本団員) 
機材調達調査(郡団員) 

08:30 AMH で打合せ(宮野医師､小川､秋田､金山､土井団員) 
09:00 
10:30 

UPM-SHA 打合せ(宮野医師､小川､金山団員) 
ﾏﾘｱ･ｵｰﾛﾗ病院視察 

09:00 AMH で打合せ継続(秋田､土井団員) 

10 6 月 9 日 
(火) 

06:30 
13:10 
15:00 

郡､松本団員 ﾏﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 
それぞれ建築､機材の打合せに参加 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
08:30 
11:00 
14:30 
15:00 

AMH で打合せ(宮野医師､小川､土井､郡､松本団員) 
建設予定地視察(小川､松本団員) 
RHU 視察 
AMH で打合せ 
自然条件調査会社(地質調査)到着。PGA 表敬後、地質調査位置確認 

11 6 月 10 日 
(水) 

07:30 
10:00 
15:00 

秋田、金山団員ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝ経由ﾍﾞﾝｹﾞｯﾄへ 
ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝのｴﾄﾞﾜﾙﾄﾞ･ﾎｰｿﾝ病院で調査 
ﾍﾞﾝｹﾞｯﾄへ移動 

08:30 
09:00 
 
16:00 

AMH で打合せ(小川､松本団員) 
自然条件調査(地質調査の開始確認) 
自然条件調査会社(水質調査)到着。5 ヵ所で水の採取後、ﾏﾆﾗへ戻る 
AMH で打合せ 

09:00 ﾍﾞﾝｹﾞｯﾄ病院で調査(秋田､金山団員) 

12 
 

6 月 11 日 
(木) 
 

07:30 
10:00 
14:00 

宮野医師､土井､郡団員ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝへ移動 
ｴﾄﾞﾜﾙﾄﾞ･ﾎｰｿﾝ病院視察 
ﾊﾟｳﾘﾉ･ｶﾞﾙｼｱ病院視察 

08:00 
15:00 

小川､松本団員ﾊﾞｷﾞｵへ移動 
ﾊﾞｷﾞｵ着 

07:00 
12:30 

宮野医師､土井､郡団員ﾊﾞｷﾞｵへ移動 
ﾊﾞｷﾞｵ着 

13 6 月 12 日 
(金) 

19:00 資料整理後、団内会議 
09:00 ﾍﾞﾝｹﾞｯﾄ病院視察 

資料整理後、団内会議 
14 6 月 13 日 

(土) 
09:30 
13:05 

成田発 JL-741 (棚田団員) 
ﾏﾆﾗ着 

09:00 
16:30 

宮野医師､小川､秋田、金山､土井､郡､松本団員ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

09:30 
13:05 

成田発 JL-741 (定本団員) 
ﾏﾆﾗ着 

15 6 月 14 日 
(日) 

07:00 
13:00 

棚田団員 ﾏ ﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

08:30 AMH で打合せ 
機材打合せ継続(宮野医師､秋田、土井､郡団員) 

09:00 
11:00 
11:30 

既存病院ｲﾝﾌﾗ調査(小川､金山､松本､棚田団員) 
建設予定地調査 
KOICA ｲﾝﾌﾗ調査 

07:00 
12:15 

定元団員 ﾏ ﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

14:00 AMH で打合せ 
機材打合せ継続(宮野医師､定本､秋田、土井､郡団員) 
ENT､OB/GY､小児の各医師にﾋﾔﾘﾝｸﾞ 

16 6 月 15 日 
(月) 

14:15 
15:30 

電力会社(AURELCO)訪問(小川､金山､松本､棚田団員) 
公共事業局(DPWH)訪問 

08:30 AMH で打合せ 
機材打合せ継続(宮野医師､秋田､土井団員) 
外科医師にﾋﾔﾘﾝｸﾞ 

09:00 自然条件調査(測量調査の範囲確認)(定本､小川､松本団員) 
08:30 KOICA ｲﾝﾌﾗ調査継続(金山､棚田団員) 

下水道の範囲確認 
消防署訪問 

13:30 
15:00 

団内会議(宮野医師､定本､小川､秋田､金山､土井､松本､棚田団員) 
AMH で打合せ 

17 6 月 16 日 
(火) 

08:30 
17:00 

郡団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝ経由ﾏ ﾆﾗへ移動 
ﾏ ﾆﾗ着 
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日順 月日(曜) 時刻 内容 
08:30 AMH で打合せ 

機材打合せ継続 
質疑書確認 
団内会議(概略配置案、ﾐﾆｯﾂ案等) 

12:30 
18:30 

岩上団長､山岸調整員 ﾏ ﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

18 6 月 17 日 
(水) 

09:00 機材関係調査(郡団員) 
08:30 
09:00 
10:00 

AMH で打合せ 
建設予定地及び周辺視察(岩上団長､山岸調整員､小川､金山団員) 
AMH でﾐﾆｯﾂﾄﾞﾗﾌﾄ打合せ(終日) 

19 6 月 18 日 
(木) 

09:00 機材関係調査(郡団員) 
09:00 AMH で打合せ 
11:00 
14:00 
16:00 

PGA へ移動しﾐﾆｯﾂのｻｲﾝ 
ﾊﾞﾚｰﾙ市内視察 
団内会議 

20 6 月 19 日 
(金) 

09:00 機材関係調査(郡団員) 
07:00 
13:30 

岩上団長､山岸調整員､宮野医師､定本団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ﾏﾆﾗへ移動 
ﾏﾆﾗ着 

08:00 
08:30 
11:30 
16:30 

建設予定地で自然条件調査(測量調査)の確認(小川､金山､松本､棚田団員) 
小川､金山､松本､棚田団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝ経由ﾏﾆﾗへ 
ｶﾊﾞﾅﾄｧﾝでﾊﾟｳﾘﾉ･ｶﾞﾙｼｱ病院視察 
ﾏﾆﾗ着 

09:00 AMH で資料整理(秋田､土井団員) 
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6 月 20 日 
(土) 

09:00 機材関係調査(郡団員) 
終日 資料整理(宮野医師､定本､小川､金山､松本､郡､棚田団員) 22 6 月 21 日 

(日) 終日 資料整理(秋田､土井団員) 
10:00 
 

NEDA(DOH､UPM-SHS､大使館､JICA 出席)で現地調査報告(岩上団長､山岸調

整員､宮野医師､定本､小川､金山､郡､松本団員) 
15:30 
16:45 

桂大使に報告(岩上団長､宮野医師､定本､小川､金山､松本団員) 
JICA 所長に報告 

08:30 AMH で打合せ及び調査(秋田､土井団員) 
14:00 機材関係調査(郡団員) 

23 6 月 22 日 
(月) 

09:00 
14:25 

ﾏﾆﾗ発 JL-746 (棚田団員) 
成田着 

10:00 
14:00 

現地設計事務所訪問(小川､金山､松本団員) 
現地設計事務所訪問 

08:30 機材関係調査(郡団員) 
08:30 AMH で打合せ及び調査(秋田､土井団員) 

24 6 月 23 日 
(火) 

09:00 
14:25 

ﾏﾆﾗ発 JL-746 (宮野医師、定本団員) 
成田着 

終日 資料整理(小川､金山､松本団員) 
09:30 機材関係調査(郡団員) 

25 6 月 24 日 
(水) 

08:30 
10:30 

AMH で打合せ及び調査(秋田､土井団員) 
秋田､土井団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ﾏﾆﾗへ移動 

10:00 
15:00 

DOH で建築計画打合せ(小川､金山､松本団員) 
環境関係打合せ 

26 6 月 25 日 
(木) 

09:00 機材関係調査(土井､郡団員) 
 資料整理 27 6 月 26 日 

(金) 16:00 JICA 事務所へ報告 
28 6 月 27 日 

(土) 
09:00 
14:25 

ﾏﾆﾗ発 JL-746 (小川､秋田､金山､土井､郡､松本団員) 
成田着 
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2-2 概略設計概要説明調査               2010 年 1 月 10 日～26 日(17 日間) 
日順 月日(曜) 時刻 内容 
01 1 月 10 日 

(日) 
09:30 
13:05 

成田発 JL-741 (秋田団員) 
ﾏﾆﾗ着 

02 1 月 11 日 
(月) 

07:00 
14:00 

秋田団員 ﾏﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
PGA 表敬(Dr.Teh, Dr..Tomboc, Mr. Tuzon) 

03 1 月 12 日 
(火) 

08:30 
14:00 

PGA で ICC に関する打ち合わせ 
ﾘｺﾒﾝﾃﾞｰｼｮﾝ･ﾘﾎﾟｰﾄ説明･協議 

04 1 月 13 日 
(水) 

08:30 
 

PGA で ICC 財務予測に関する打ち合わせ 

05 1 月 14 日 
(木) 
 

04:00 
09:00 
10:00 
16:00 

ｻﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞへ移動 
NEDA の Region 3 で ICC について打合せ 
打合せ終了後、ﾊﾞﾚｰﾙへ 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

06 1 月 15 日 
(金) 

08:30 
13:30 
15:00 

PGA で病院管理について打合せ 
AMH で 5S についての打合せと病院調査 
PGA で病院運営に関する協議 

終日 秋田団員 ICC 説明資料(財務)の作成 07 1 月 16 日 
(土) 09:30 

13:05 
成田発 JL-741 (定本､小川､土井団員) 
ﾏﾆﾗ着 

終日 秋田団員 ICC 説明資料(敷地のﾃｸﾆｶﾙ･ｱｾｽﾒﾝﾄ)の作成 
08:30 
13:45 

定本､小川､土井団員 ﾏﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 

08 1 月 17 日 
(日) 

14:30 団内ミーティング後、UPS-SHS の現場視察 
09 1 月 18 日 

(月) 
08:30 
10:00 
11:00 
14:00 

PGA 表敬 
ｱﾝｶﾞﾗ知事表敬 
NEDA に対する資料作成､ｱﾝｶﾞﾗ知事に病院運営を説明 
ﾐﾆｯﾂ案協議 

08:30 
14:00 

PGA でﾐﾆｯﾂ内容(ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ､ｽｹｼﾞｭｰﾙ等)協議 
ﾊﾞﾚｰﾙ市内視察 

07:00 
12:30 
13:00 

岩上団長 ﾏﾆﾗ発ﾊﾞﾚｰﾙへ移動 
ﾊﾞﾚｰﾙ着 
ｱﾝｶﾞﾗ知事他に表敬 

10 1 月 19 日 
(火) 

09:00 
13:00 

秋田団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ﾏﾆﾗへ 
ﾏﾆﾗ着 

10:00 
14:00 
15:00 

PGA でﾐﾆｯﾂ締結 
建設予定地視察 
道路事情視察 

11 1 月 20 日 
(水) 

09:00 
14:25 

ﾏﾆﾗ発 JL-746 (秋田団員) 
成田着 

09:00 PGA で打合せ(建築、機材内容確認) 12 1 月 21 日 
(木) 07:00 

13:00 
14:00 
16:00 

岩上団長､定本団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ﾏﾆﾗへ 
ﾏﾆﾗ着 
NEDA 報告 
日本大使館報告 桂大使 

09:00 PGA で打合せ(建築、機材内容確認) 13 1 月 22 日 
(金) 09:00 

14:25 
ﾏﾆﾗ発 JL-746 (定本団員) 
成田着 

14 1 月 23 日 
(土) 

08:20 
13:30 

小川､土井団員ﾊﾞﾚｰﾙ発ﾏﾆﾗへ 
ﾏﾆﾗ着 

15 1 月 24 日 
(日) 

終日 資料整理 

16 1 月 25 日 
(月) 

09:30 
14:00 

JICA 事務所へ報告(松田所長、岩上次長、岩瀬氏、山岸氏) 
団内会議､資料整理 

17 1 月 26 日 
(火) 

09:30 
13:45 

ﾏﾆﾗ発 JL-746 (小川､土井団員) 
成田着 
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3. 関係者（面会者）リスト 

所属 地位 氏名 

知事 Hon. Bellaflor J. Angara-Castillo 
州保健局長 II Dr. Luisito G. Teh, MD 
州保健局長 I Dr. Raul G. Tomboc, MD, MPH 
州保健局事務長 Mr. Guy A. Tuzon 
州保健局技師 Mr. Rodante A. Tolentino 
州保健局技師 III Mr. Ariel P. Costa 
州保健局技師 III Mr. Danilo P. Marpuez 

オーロラ州政府 

州保健局技師 IV Mr. Julian S. Narvas 
院長 Dr. Mael M. Cautivar 
内科医(常勤) Dra. Marilen Bautista 
外科医(専門医予定) Dr. Leonides Ciriaco A. Papa 
EENT(専門医予定) Dr. Benedicto Magnaye, MM 
小児科 I 医(専門医予定) Dr. Nomita G. Mangaba 

オーロラ記念病院 

産婦人科医(専門医予定) Dr. Laarni T. Pantaleon 
バレール市 技術局長 Mr. Sofronio Rual A. Egargue 

国際保健協力局長 IV Ms. Maylene M. Beltran 
上級保健政策事務官 Ms. Evelyn C. Mendoza 
保健施設局局長 III Arq. Ma. Rebecca M. Penafiel 

保健省 

保健施設局 職員 III Arq. Maria Minnie O. Aban 
副学長 Ms. Zorayda E. Leopando, MD, MPH 
SHS 学長 Prof. Jusie-Lydia J. Siega-Sur 
公衆衛生学部 Prof. Noel Lawas 
企画開発事務官 Ms. Miladilla A. Santiago 
建築学部長 Mr. Jose Danilo Silvestre 

フィリピン大学マニラ 

建築学部 Prof. Mary Ann A. Espina 
バレール校校長 Prof. Julia Elisa C. Puertoliano, MMPH, CPH 
地域コーディネーター Mr. Pedro M. Magadan 
学生コーディネーター Mr. Michel Anthony O. Samanielo 
学生関連職員 Ms. Daisy C. Nava 
職員 Ms. Kristine Joy L. Ricafori 

UPM SHS 

臨床コーディネーター Ms. Bernaoette M. Octa 
OIC チーフ Ms. Ameta B. Benjamin 
EDS チーフ Ms. Arlene Ruiz 
EDS I Ms. Kathleen Virtucio 
EDS II、Region 3 Ms. Maria Theresa D. Tuazon 
C/EDS、Region 3 Ms. Aurora M. Joson 
局長 III、Region 3 Ms. Lynette Bautista 
EDS スーパーバイザー Mr. Edgardo Aranjuez 

NEDA 

SDS スタッフ Mr. Dune Aranjuez 
マリア･オーロラ病院 院長 Dra. Myrna P. Nicer 

院長 Dr. Rowel C. Riofororido カシグラン地域病院 
ボランタリー医 Dr. German N. Tiongson 

ディンガロン病院 院長 Dra. Julie Ann R. Mandapat M.D. 
事務長 Ms. Evangeline P. Ruanto 
小児科医(NICU) Dra. Rosa Maria Cabanius 
病理医師 Dra. M.A. Delacruz 
自然科学技師 Dra. M. Medina 
看護師 II Ms. Chrisrophon S. Anu 

パウリーノ・ガルシア記念病院

(カバナトゥアン) 

看護師 III Ms. Maria Mapili 
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所属 地位 氏名 

技師 I Mr. Phripp Dasawa 
事務管理官 V Ms. Anabella S. Cruz 
地域保健事務官 I Ms. Dollie B. Praod M.D. 
診療部長 Dr. Melchon M. Sanangasa 
医療技師 Mr. Adonacion V. De Lana 

エドワルド・ホーソン記念病院

(カバナトァン) 

手術部看護師 Ms. Maria P. Jaurin 
病院長 Ms. Ronald Magbitang 
事務管理官 Ms. Anabella Cruz 
MSII-COHIII Ms. Josepia A. Cabinata 
M. PHO 局長 Ms.Pacalso 
外科部長 Dr. Aebanlog 

ベンゲット州病院 

技師 Mr. Palasiun 
公共事業道路省 次長 Mr. Angel Beltran, Jr 
バレール市消防署 市消防担当 Mr. Freddie Delos Trinos 
現地建築コンサルタント 
Perez-Espina & Associates 

共同経営者 Prof. Mary Ann A. Espina 

社長 Mr. Virgilio A. Madrazo (PEE) 現地建築コンサルタント 
TCGI ENGINEERS 副社長 Mr. Jose I. Ortega (CE) 
自然条件調査：地質 
INFRA-GEOSERVICES 

部長 Mr. Clodualdo T. Contawe 

販売部長 Mr. Ronald A. Agabin 自然条件調査：水質 
CRL Environment 現地技術者 Mr. Romeo E. Lugtu 
自然条件調査：測量 
TRINAV SURVEYS 

副社長 Mr. Ian Grob 

大使 桂 誠 氏 
公使 宇山 智哉 氏 

日本国大使館 

書記官 小川 祥子 氏 
所長 松田 教男 氏 
次長 岩上 憲三 氏 
所員 岩瀬 誠 氏 

独立行政法人国際協力機構フ

ィリピン事務所 

企画・調整班 山岸 信子 氏 
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4. 討議議事録(M/D) 

4-1 概略設計調査 
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4-2 概略設計概要説明調査 
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5. 事業事前計画表（概略設計時） 

1. 案件名 

フィリピン国オーロラ記念病院改善計画 

2. 要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

本プロジェクトの対象地域であるオーロラ州は、中部ルソン地方の人口21万人の州である。州内に

は４つの公立病院と１つの私立病院（２次レベル）があるが、一床あたりの人口は 2,800 人（国全体で

は 1,000 人）、医師一人あたりの人口は 11,800 人（同 1,100 人）と、他の州・地域と比べて著しく状況

が悪い。本プロジェクトの対象であるオーロラ記念病院は、州都バレール市中心部にある州最大の

公立病院で、ベッド数 25 床、一般医 4 名で約 9 万人の人口をカバーしている。しかし、検査機材や

施設の老朽化、マニラからのアクセスの悪さなどにより、専門医の確保が困難な状況にあり、専門医

不在の病院での手術が保健省により制限されたことで、外科手術等に対応できなくなり、２次レベル

病院から１次レベル病院に格下げされたという経緯がある。 

現在、急性虫垂炎や帝王切開といった基本的な手術であっても、患者は隣接するヌエバエシ

ハ州の国立（４次レベル）病院へ行かなければならないが、陸路で約 4 時間かかり、台風が多い時期

には道路が遮断されることもあるため、オーロラ州内に基礎的手術の対応可能な公立病院が存在す

る必要性は非常に高い。 

また、州全体、とくに村レベルでの医療従事者が不足しており、TBA(訓練を受けていない伝統的

産婆)が、実質的な地域の母子保健の担い手となっていることから、地域に根ざす適切な医療人材

の育成と配置も必要である。 

このような状況を解決すべく、僻地医療の医療の担い手を育成するフィリピン大学医学部（マニ

ラ）保健科学校（UPS-SHS）オーロラ分校および 100 床のベッドと医療従事者の教育・実習機能を有

する４次レベル病院の建設計画が同時に進められ、このうち、病院建設部分が、オーロラ州立オーロ

ラ記念病院をアップグレードする形で、わが国の無償資金協力事業として要請された。なお、SHS は

フィリピン大学医学部（マニラ）が設立し、オーロラ分校については、地元にある他大学の校舎を借

りて既に 2008 年に運営を開始している。 

 

予備調査(2009 年 1 月)において、既存の１次レベル 25 床の病院から４次レベル病院 100 床の病

院にグレードアップすることは運営・経営管理上困難であるとの判断から、我が国無償資金協力によ

る本計画は、２次レベル 50 床の病院を建設する計画とすることを先方と合意した。当該計画病院は

UPM-SHS オーロラ分校に対する、助産師教育の全課程及び看護師教育の基礎課程の教育・実習

機能を有する。 

本プロジェクトの実施により、オーロラ州の医療サービスが質的・量的に改善するとともに、オーロラ

州内の医療従事者の教育機能が強化され医療サービス体制が充実することが期待される。 

 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1)プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲および規模) 

オーロラ病院における医療サービス内容が向上する。裨益対象者はオーロラ州住民約 21 万人。 

(2) プロジェクト全体計画の成果： 

基礎的手術に対応可能な 50 床 2 次レベルのオーロラ記念病院が建設され、診療活動に必要な機材

が整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア.新病院を建設する／医療機材を整備する。  

イ.州政府は整備された施設および調達された機材を適切に運用する。 

(4)投入(インプット) 

ア.日本側(=本案件)：無償資金協力 11.04 億円 
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イ.相手国側：(ア)必要な人員：現病院職員 87 名＋新規雇用医師 2 名＋新規雇用設備技師 2 名 

(イ)建設資機材：特になし 

(ウ)施設･機材の運営･維持管理に係る経費：8,473 千ペソ（約 17 百万円） 

(5)実施体制 

主管官庁：オーロラ州政府 

実施機関：オーロラ州政府 州保健局 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1)サイト 

フィリピン国オーロラ州バレール市レゼルバ地区 

(2)概要 

①2 次レベル 50 床の病院の建設、及び②関連する機材の調達 

(3)相手国負担事項 

①建設予定地の既存施設・樹木の撤去及び盛土、整地 

②外柵の新設 

③敷地内への電力引込工事 

④家具・ブラインド等の移転、調達 

⑤植栽工事 

⑥付加価値税（VAT）分の予算確保 

⑦銀行手数料の支払 

(4)概算事業費 

概算事業費 12.71 億円（無償資金協力 11.04 億円､フィリピン国側負担 1.67 億円） 

(5)工期 

詳細設計は入札期間を含め 6.0 ヵ月、施工･調達期間は 14.0 ヵ月、合計 20.0 ヵ月 

(6)貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

既存の病院は浸透枡により下水を地中に排水しているが、「フィ」国の排水基準に従い浄化槽を計

画し、排水処理をして生物化学的酸素要求量（BOD）を低減する。 

5. 外部要因リスク 

・フィリピンの経済および治安が急激に悪化しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

・計画に当たっては、将来の不確かな医療ニーズではなく、調査時点で現実に存在するニーズ

と財源・人材などのリソースに基づき、根拠のある規模・機能設定を行った。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1)プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 成果指標 現状（2008 年） 計画（2013 年以降）  

 オーロラ記念病院の延入院患者数 7,700 人･日 13,000 人･日  

 他州の病院で治療していた州住民のう

ち、オーロラ病院で診療可能となる診療

件数 

0 件 800 件  

(2)その他の成果指標 

成果指標 2009 年（現状） 2013 年以降  

病院診療収入 2,437 千ペソ 増加する 

 

(3) 評価のタイミング 

・2013 年以降（施設完成後 1 年経過後） 
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6. 参考資料 

調査名：フィリピン国オーロラ記念病院改善計画準備調査 

番号 名称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル・

コピー 
発行機関 発行

年 

1 THE NATIONAL BUILDING CODE OF THE PHILIPPINES 図書 オリジナル Department of Public Works & 
Highways 2007 

2 FIRE CODE OF THE PHILIPPINES 図書 オリジナル Department of the Interior and Local 
Government  2008 

3 STRUCTURAL DESIGN CODE DATA HANDBOOK 図書 オリジナル Engracio P. De Garcia 2003 
4 THE LABOR CODE OF THE PHILIPPINES[ 

Presidential Decree No. 442,  
図書 オリジナル Department of Labor and 

Employment 1996 

5 THE PHILIPPINE NURSING ACT OF 2002  2004 EDITION 図書 オリジナル The Nursing Board 2004 

6 MANUAL ON TECHNICAL GUIDELINES FOR HOSPITALS AND 
HEALTH FACILITIES PLANNING AND DESIGN 

図書 オリジナル Department of Health,  
National Center for Health Facility 
Development 

2001 

7 A HANDBOOK ON INTER-LOCAL HEALTH ZONES, District 
Health System in a Devolved Setting 

図書 オリジナル Department of Health 2002 

8 The FOURmula One for Health 2005-2010 図書 コピー Department of Health 2009 

9 THE IMPLEMENTING RULES AND REGULATIONS (IRR) 
OF REPUBLIC ACT 9003 

図書 オリジナル Department of Environment and  
Natural Resources 2000 

10 HEALTH CARE WASTE MANAGEMENT MANUAL 図書 コピー Department of Health 
2004 

11 Making your local health system work 図書 オリジナル Dr. Eddie G. Dorotan, Dr. Zsolt 
Mogyorosy / DOH, GTZ 2004 

12 PHILIPPINES, ROADS ATLAS 
4TH Edition 

地図 オリジナル PDP DIGITAL, INC. 
 2008 

13 THE PHILIPPINES, TRAVEL MAP 
FORTH Edition 

地図 オリジナル NATIONAL BOOK STORE 2009 

14 THE PHILIPPINES, COUNTRY MAP 
3RD Edition 

地図 オリジナル PERIPLUS  
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7. 自然条件調査結果 

7-1 測量図 
 
 
 

BH-2 

BH-1 

BH-4 

BH-3 
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7-2 ボーリング柱状図 
(1) ボーリングポイント BH-1 
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(2) ボーリングポイント BH-2 
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(3) ボーリングポイント BH-3 
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(4) ボーリングポイント BH-4 

 



 A-38

7-3 水質検査結果 
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8. 主要機材概要 

機材名 使用目的 内容（仕様、寸法等） 
単価 

(千円） 

数

量

金額 

(千円） 

歯科用 X 線撮影

装置 

歯科治療時

の放射線診

断 

構成：本体 x 1、歯科用 X 線フィルム自動現像器 x 1 

 

［本体］型式：一般撮影用(intraoral type) 椅子付き、床置き、管電圧：約 60 kV、管電

流：7 mA 以上、 

［歯科用 X 線フィルム自動現像器］型式：明室用、台付き 

1,096 1 1,096 

牽引装置 

頚椎及び腰

椎の牽引治

療 

型式：1 人用（頚椎及び腰椎）、最大牽引力：約 99kgf、牽引モード：持続、間欠 

ベッド寸法：約 600(D)x2,000(W)x800(H)mm、安全装置：緊急停止 1,432 1 1,432 

一般 X 線撮影 

装置 

疾病の放射

線診断 

構成：高圧発生器x1、ブッキーテーブルx1、ブッキースタンドx1、操作卓x1、チューブ

サポート x1、管球/コリメーターx1、ケーブルなどその他付属品 x1 
 

［高圧発生器］型式：インバーター、最大管電圧：150kVp 以上、 

 最大管電流：500mA 以上、最大出力：30kw 以上 

［ブッキーテーブル］寸法：約 2,200(W) x 770(D) x 700(H) mm、 

 ［ブッキースタンド］高さ調整範囲：約 660～2,210mm、 

 ブッキーユニット：R=12:1、N=40 本/cm 

［チューブサポート］型式：天井走行式 

［管球/コリメーター］管球容量：140KHU 以上、管球焦点：0.6/1.2 以下 

10,924 1 10,924 

自動現像器 
X 線フィルム

の現像 

構成：本体 x 1、台 x 1 
 

型式：卓上型、フィルム転送システム：ローラー転送システム、最大処理フィルムサイ

ズ：14" x 17"以上、処理スピード：120 sec. 以下、処理能力：100 sheets/h 以上 

1,086 1 1,086 

超音波断層診断

装置 

（一般検査用） 

疾病の画像

診断 

構成：本体 x 1、プローブ x 1、プリンター x 1、カート x 1 
 

［本体］型式：白黒、マルチフレックス、シネループ、モニター：12 インチ以上 

［プローブ］型式：コンベックス、周波数：3.7～5MHz 

［プリンター］型式：モノクロ 

5,171 1 5,171 

血球カウンター 
血液中の血

球数測定 

測定項目：白血球数、赤血球数、血小板、測定時間：60 検体/時間以上、 

プリンター：付属 

PHP 

1,010,250 
1

PHP 

1,010,250 

解剖台 
死体解剖用

の作業台 

寸法：約 2,600(W) x 750(D) x 850(H) mm、材質：ステンレス 

機能：フレッシュフラッシュ、ミキシングバルブ、ヘッドレスト、ハンドシャワー、一槽式シ

ンク、切り出し台、防水型コンセント 

1,360 1 1,360 

除細動器 

心臓停止、心

室細動の治

療 

型式：モバイル型、除細動タイプ：マニュアル、 同期型、出力：2 to 270J 以上、 

 

ディスプレー：5"  LCD 同等以上、レコーダー：サーマル式 

1,160 4 4,640 

高圧蒸気滅菌器 
手術器具類

の滅菌 

構成：本体 x 1、軟水器 x 1 
 

型式：ボイラー内蔵片扉、容量：150 リットル以上、 

設定温度：121℃以下～130℃以上、棚板：2 段以上、 

機能：滅菌、排蒸、乾燥、運転制御：電子式、槽内材質：ステンレス 

5,185 2 10,370 

電気メス 
手術時の止

血・切開 

出力モード：切開、凝固、混合、バイポーラ、最大切開出力：250W 以上最大凝固出

力：120W 以上最大混合出力：200W 以上最大バイポーラ出力：18W 以上 

出力：フローティングシステム 

1,062 2 2,124 

患者監視装置 

 

重症患者や

手術患者の 

生体信号モ

ニター 

構成：本体 x 1、 台 x 1 
 

［本体］タイプ：有線タイプ、ディスプレー：8" color TFT LCD 以上、 

 波形数：5 以上、 パラメーター、ECG：2 リード以上、 

 心拍数：15 から 300 bpm 以上、呼吸： 

 0 ～ 150 呼吸/分、SpO2：0 ～ 100%、非観血血圧：0 ～ 300 mmHg 以上、 

 体温：0 ～ 45℃ 以上 

［レコーダー］タイプ：サーマルタイプ または同等以上、 

 チャンネル数：3 ch 以上 

1,420 6 8,520 

インファント 

ウォーマー 

要介護新生

児の処置台 

構成：本体 x 1、 マットレス x 1、 器械トレー x 1、  

デマンドバルブ式蘇生セット x 1、 吸引ユニット x 1、 酸素ボンベ x 1 

 

型式：処置台付き、加温範囲：約 35 ～ 38℃、 

温度検出：サーミスタ皮膚検出器、 

温度制御：自動制御、照明：20 W 蛍光灯 x 2 灯又は同等 

1,076 1 1,076 
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機材名 使用目的 
内容（仕様、寸法等） 単価

(千円）

数

量

金額

(千円）

人工呼吸器 

呼吸障害患

者の呼吸補

助 

構成：本体 x 1、 カート x 1 

 

１回換気量：50～2,000 ml 以上、呼吸モード：VCV、PCV、SIMV、 CPAP、 

呼吸回数設定範囲：10～60 回/分、 

換気方式：ボリュームプリセット/プレッシャープリセット、 

トリガー：フロートリガー、PEEP：0～19hPa 以上、 

アラーム：回路内圧供給ガス、電源遮断、カート：キャスター付き 

2,656 1 2,656 

麻酔機 
手術時の疼

痛除去 

構成：本体 x 1、 ベンチレーター x 1、 気化器 x 1 

 

［本体］フローメーター酸素：0.1～10 リッター/分以上、N2O：0.5～10 リッター/分以

上、 

  

 キャニスター：ダブルチャンバー、1,300 ml 以上、 

 ［ベンチレーター］制御：電子制御、呼吸方式：電気駆動、従量、 

 1 回換気量：100～1,200 ml 以上 

［気化器］型式：ハロタン用 

2,227 1 2,227 

手術台 
手術時の患

者処置台 

構成：本体 x 1  

 

操作：マニュアル式、テーブルトップサイズ：1,900 x 500mm 以上、 

テーブルトップ上昇：800～1,000 mm 以上、縦転（頭下げ）：25 °、 

縦転（頭上げ）：25 °、側臥位傾斜角：両側 20 °以上、 

背もたれ部分：上 90°、下 15°、足部分：下 90°、 開脚 90°、取り外し可能、 

テーブルトップ回転：180°、 

ブレーキ：フットペダル または同等、付属品：カーテン架 x 1、マットレス付き腕受 x 

1、マットレス x 1、肩受けパッド x 1、胴受けパッド x 1、支脚器 x 1、足台 x 1、足バ

ンド x 1 

1,232 2 2,464 

無影灯 
手術時の術

野照明 

型式：2 灯式天井据付型、光源：ハロゲンランプ又は同等、 

照度：合計 190,000Lux 以上、高さ調整範囲：1,000mm 以上 

 

1,377 2 2,754 

スクラブユニット 

手術時の術

者手洗い装

置 

本体 x 1、ミラー x 2、ブラシケース x 1、ソープディスペンサー x 2、ブラシ x 20 

型式：流し付き 2 人用、フィルター：中空糸型又は限外濾過膜最大流量：4.0 

liters/min. 以上、シャワーヘッド：2 個、殺菌方法：UV 殺菌灯 

2,860 1 2,860 

分娩台 
分娩時の患

者寝台 

台斜角：-15 から +15°以上 (マニュアル)、 

胴部傾斜角：0 から +15°以上 (マニュアル)、 

高さ調節 650 から 950 mm 以上、材質：本体 スティールまたは同等、 

マットレス： ウレタン ビニールレザーカバー付き、 

寸法：メインテーブル 約 1,150(L) x 600(W) mm、 

補助テーブル 約 650(L) x 600(W)  x 650(H)mm、 

1,020 2 2,040 

胎児監視装置 

 

胎児の診断

及び 

分娩時の胎

児状態監視 

構成：本体 x 1、 台 x 1 

 

胎児心拍数測定、 

測定方式：パルスドップラー方式、測定範囲：50-210bpm/分、 

 

子宮収縮測定 

測定方式：外部測定(ひずみ計)、 

収縮モニター：陣痛(0-100) 周期 

1,217 1 1,217 

超音波断層装置 

（産婦人科用） 

産婦人科の

画像診断 

構成：本体 x 1、 コンベックスプローブ x 1、経膣プローブ x 1、 プリンター x 1、カ

ート x 1 

 

［本体］型式：白黒、マルチフレックス、シネループ、 

 モニター：12 インチ以上、 

コンベックスプローブ周波数：3.7～5MHz 以上、経膣プローブ周波数：6.5MHz 以上、 

［プリンター］型式：モノクロ 

5,851 1 5,851 

耳鼻咽喉科 

診察ユニット 

耳鼻咽喉科

診察用機材 

検査用ライト：ハロゲンランプ 150W 以上、吸引ユニット：1 台、 

スプレーノズル：4 個、X 線写真用ライト：1 台 
1,147 1 1,147 
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